十月の短歌


新米を炊きて握るは塩むすび　　　　　　原　　敬子
　　　味と香りに心弾みぬ

ガンバレと思はず声の高ぶりて　　　　　岩本ひろこ
　　　駅伝走者は追ひ抜きてゆく

[bookmark: _GoBack]いつしらに秋は来にけり露ふふむ　　　　岡　恵美子
　　　水引草の紅あざやかに

黒雲はいつしか晴れて祭り果て　 　　　山﨑　幸代
　　　村の行事の一ツが終る

